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全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
た
春
の
交
通
安
全
運
動

（
４
月
６
日
〜
15
日
）
で
、
対
馬
市
内
に
お
い
て
も
、

交
通
安
全
啓
発
パ
レ
ー
ド
や
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

運
転
者
講
習
会
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
に
は
、
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
事
故
防
止
、

二
輪
車
と
自
転
車
の
事
故
防
止
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
」
を
重

点
と
し
た
啓
発
運
動
が
実
施
さ
れ
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
は
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
母
の
会

の
会
員
ら
が
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

���

交
通
安
全
協
会
が
市
内
の
中
学
・

高
等
学
校
へ
啓
発
ビ
デ
オ
を
配
布�

　
対
馬
北
及
び
南
地
区
交
通
安
全

協
会
が
、
自
転
車
事
故
防
止
啓
発

ビ
デ
オ
「
ま
さ
か
の
未
来
」
を
、

市
内
の
３
高
校
及
び
す
べ
て
の
中

学
校
へ
配
布
し
ま
し
た
。

　
島
内
に
は
自
転
車
で
通
学
し
て

い
る
生
徒
も
多
く
、
事
故
防
止
に

役
立
て
ら
れ
れ
ば
と
の
思
い
か
ら

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
物
語
は
、
主
人
公
の
中
学
生
が

自
転
車
の
運
転
中
に
携
帯
電
話
を

使
用
し
た
こ
と
が
原
因
で
、
お
婆

さ
ん
と
衝
突
事
故
を
起
こ
し
て
死

な
せ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
内
容
の

ド
ラ
マ
。
自
転
車
で
も
、
乗
り
方

に
よ
っ
て
は
人
の
命
を
脅
か
す
ほ

ど
の
凶
器
と
な
り
え
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
の
危
険
性
を
認
識
し
、

運
転
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。�

受
講
生
48
名
へ
修
了
証
を
授
与
！

―
対
馬
地
区「
し
ま
自
慢
」観
光
カ
レ
ッ
ジ
―�

修了式を終えての記念撮影�

学
長
の
松
村
市
長
よ
り
、修
了�

証
を
受
け
取
る
受
講
生�

受
講
生
を
代
表
し
、学
長
へ
謝
辞�

を
述
べ
る
多
田
憲
治
さ
ん�

　
し
ま
の
活
性
化
を
担
う
“
観
光
”
の
先
導

役
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
昨
年
の

10
月
よ
り
実
施
さ
れ
て
き
た
平
成
17
年
度
の

「
対
馬
地
区『
し
ま
自
慢
』観
光
カ
レ
ッ
ジ
」

の
修
了
式
が
、
４
月
19
日
、
美
津
島
文
化
会

館
で
開
か
れ
、
所
定
の
単
位
を
取
得
し
た
48

名
の
受
講
生
に
県
認
定
の
修
了
証
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
レ
ッ
ジ
は
、
総
理
大
臣
認
定
の

「
地
域
再
生
計
画
」
事
業
で
、
県
下
の
離
島
、

県
、
県
観
光
連
盟
等
で
構
成
す
る
「
な
が
さ

き
『
し
ま
自
慢
』
観
光
人
材
育
成
協
議
会
」

が
主
催
し
た
も
の
。
受
講
者
は
約
半
年
間
に

わ
た
り
、
土
曜
、
日
曜
日
を
中
心
に
開
催
さ

れ
る
講
義
に
出
席
。
観
光
ガ
イ
ド
、
地
域
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
ブ
ル
ー
・
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
商
品
開
発

ク
リ
エ
イ
タ
ー
、
観
光
リ
ー
ダ
ー
の
５
分
野

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
修
了
認
定
に
必
要
な
７
〜

８
単
位
を
取
得
し
、
晴
れ
て
こ
の
日
を
迎
え

ま
し
た
。

　
峰
町
在
住
で
、
保
険
業
に
従
事
し
て
い
る

多
田
憲
治
さ
ん
（
28
歳
）
は
、
全
コ
ー
ス
を

修
了
し
た
唯
一
の
受
講
生
。
期
間
中
の
週
末

は
毎
週
の
よ
う
に
講
義
へ
出
席
し
た
そ
う
で

す
。

　
こ
の
カ
レ
ッ
ジ
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、

今
後
の
対
馬
の
観
光
の
発
展
の
為
に
頑
張
り

た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
カ
レ
ッ
ジ
は
、
今
年
度
も
実

施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

の
交
通
安
全
運
動

春�春�

自
転
車
の
運
転
に
は�

　
　
　
気
を
つ
け
て�

�



扇智衛会の指導のもと、対馬音頭を踊る�

男女手を繋いでのフォークダンス、若者�
らしく照れていました�

　比田勝海上保安署の巡視艇「はやぐも」の就役式

典が、３月27日、厳原港岸壁で行われ、関係者ら

約60名が参加しました。

　新たに配備された２代目「はやぐも」は、耐用年

数を迎え3月12日に解役となった初代「はやぐも」

に代わり、石川県の七尾海上保安部の巡視艇「はま

ゆき」が配属替えされたものです。

　初代に比べ船齢も若返り、ウォータージェット推

進による高速化や、赤外線捜索監視装置による夜間

監視能力が強化されるなど性能が向上しています。

　式典の中で、松村信之署長は「２代目の就役によ

り従来にも増して、海上保安業務が効果的・効率的

に遂行できるものと期待しております」と話してい

ました。
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厳原市街を練り歩く学生たち�

　
３
月
21
日
か
ら
４
月
５
日
ま
で

の
期
間
、
釜
山
外
国
語
大
学
校
に

よ
る
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
（
説
明
会
）
が
、
今
年
も
対
馬

で
行
わ
れ
、
2
0
5
6
名
の
学
生

及
び
学
校
関
係
者
が
来
島
し
ま
し

た
。

　
３
年
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

一
番
近
く
の
外
国
で
あ
る
対
馬
を

訪
ね
、
国
際
感
覚
あ
ふ
れ
る
学
生

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
ね
ら
い
で

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
学
生
達
は
、
お
よ
そ
３
０
０
名

ず
つ
７
班
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

２
泊
３
日
の
行
程
で
対
馬
を
訪
問
。

厳
原
町
内
の
５
つ
の
ホ
テ
ル
や
旅

館
に
分
か
れ
て
宿
泊
し
な
が
ら
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
や
交
流
会
、

史
跡
訪
問
な
ど
の
説
明
会
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
で
は
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
学
生
た
ち

が
、
地
図
を
頼
り
に
、
万
松
院
や

お
舟
江
と
い
っ
た
厳
原
地
区
内
の

史
跡
や
公
共
施
設
を
巡
り
ま
し
た
。

道
に
迷
っ
た
と
き
は
、
片
言
の
日

本
語
や
身
振
り
手
振
り
で
気
さ
く

に
地
元
住
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
厳
原
体
育
館
で
の
文
化

交
流
会
で
は
、
対
馬
音
頭
や
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
、
韓
国

の
伝
統
芸
能
の
発
表
会
な
ど
が
催

さ
れ
、
楽
し
そ
う
に
親
睦
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
一
人
、
フ
ラ
ン
ス
語

学
科
の
金
珍
香
さ
ん
（
20
歳
）
は
、

「
自
然
が
す
ご
く
き
れ
い
で
、
人

々
は
と
て
も
親
切
で
す
ね
」
と
対

馬
の
印
象
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

釜
山
外
国
語
大
学
校
　�

巡視艇「はやぐも」�
総トン数：100トン、長さ：32ｍ、幅：6.5ｍ、�
竣工年月：平成11年12月�
主な装備：ウォータージェット推進、13mm機銃、赤外線捜索監  
　　　　　視装置�

巡視艇2代目「はやぐも」�
就役� 比田勝海上保安署�

荒
巻
正
晴
船
長
（
下
段
左
か
ら

２
人
目
）
と
乗
組
員
の
皆
さ
ん�

地元を案内した高校生と�

中学生と一緒にパチリ�

キ
ム
ジ
ン
ヒ
ャ
ン

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
2
0
5
6
名
が
来
島
　
　�
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
2
0
5
6
名
が
来
島
　
　�
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　市の人権擁護委員に西山悦子さん（美津島町�知）が、再任されました。任期
は、平成18年４月１日から平成21年３月31日までの３年間です。
　人権擁護委員は、国民の基本的人権の監視、救済などの処置、人権思想の普及
高揚などを使命とし、地域住民の中から人格や見識が高く、人権意識に理解のあ
る人を市長が推薦し、法務大臣より委嘱されます。
　なお、対馬市には、ほかに10名の人権擁護委員さんが活躍しています。

　退任した林さんに代わり、新たな国際交流員

として成修眞さんが着任しました。

　成さんは、釜山出身の25歳。釜山大学校で日本

文学を専攻した後、大阪大学に１年間留学した経

験を持っています。

　趣味は健康のため始めたヨガ。また、山登りや

ウォーキングなどの運動も好き。特技は、留学の

時に覚えた大阪弁。将来は同時通訳ができるよう

になって、日韓交流の架け橋として活躍したいそ

うです。

　成さんは「対馬は自然がきれい。交流の発展の

為、これから３年間がんばりますので、どうぞよ

ろしくお願いします」と流暢な日本語で話してい

ました。

　平成15年４月に、旧厳原町の国際交流員として

着任以来、約３年間にわたって活躍してきた観光

交流商工課の林修辰さんが、４月９日をもって退

任しました。

　対馬では、国際交流事業における通訳や翻訳作

業のほか、ハングル講座では講師を務めるなど、

日韓交流の架け橋としての活動に励んできました。

　講座生たちの語学の成長ぶりと、ホームステイ

事業でのホストファミリーらとの心暖まる交流が

対馬での一番の思い出。「今後も対馬での思い出

を大切にしていきたいです」と話していました。

　帰国後は韓国語教育を学ぶため、ソウルの大学

院に進学するそうです。ご活躍をお祈りいたしま

す。

※白寿＝「百」の字から「一」を取ると「白」になる事から、あと１歳で100歳になる99歳をこう呼びます。

明治40年３月24日生まれ、現在、特別養護
老人ホーム「いづはら」を利用されています。
長生きの秘訣は、物事を前向きに考え、感
謝の気持を持つ事だそうです。

▽
森
谷
コ
ト
さ
ん
（
豊
玉
町
曽
出
身
）

明
治
40
年
３
月
20
日
生
ま
れ
、
自
宅
に

お
住
ま
い
で
、
最
近
は
歩
く
の
が
不
自

由
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
耳
は
ま
だ

ま
だ
大
丈
夫
。
お
孫
さ
ん
と
の
会
話
が

楽
し
み
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

▽
原   

千
歳
さ
ん
（
上
県
町
佐
護
湊
）

３月に99歳を迎えた市内のお年寄りお２人に、対馬市から
白寿のお祝いとして敬老祝い金が贈られました。

人権擁護委員に　西山悦子さんが再任�
�

対
馬
で
10
人
目
の
国
際
交
流
員

　
成
　
修
眞
さ
ん
着
任

国
際
交
流
員
　
　
　
　
　
　
　

　
林
　
修
辰
さ
ん
退
任

市長より委嘱状を受ける成さん

イ
ム
　
　
　ス

ジ

ン

ソ
ン
　
　
　ス

ジ

ン

ソン

イム ス ジ ンソン

ソン

イム

ソン ス ジ ン

は　く　じ　ゅ

にし やま　えつ　こ

ひ孫の本郷愛乃ちゃん
え　の

息子の森谷正文さん

も
り
　
や

ち
　
と
せ



　
こ
の
ほ
ど
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
し
て
、
棹
崎
公
園
か
ら
の

韓
国
眺
望
と
対
馬
野
生
生
物
保
護

セ
ン
タ
ー
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
ツ

シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
の
生
の
静
止
画
像

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

利
用
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
平
成
18
年
度
の
長
崎
県
下
各
市

選
挙
管
理
委
員
会
の
定
期
総
会
が

４
月
13
日
（
木
）
、
対
馬
市
役
所

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
対
馬
市
で
の
総
会
開
催
は
今
回

が
初
め
て
で
あ
り
、
長
崎
県
選
挙

管
理
委
員
会
の
村
木
委
員
長
を
来

賓
に
迎
え
、
各
市
の
選
挙
管
理
委

員
会
の
委
員
長
と
事
務
局
長
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
17
年
度
の
事
業
実

績
及
び
収
支
決
算
書
の
承
認
、
18

年
度
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

等
が
審
議
さ
れ
た
後
、
研
究
討
議

に
入
り
、
各
市
の
選
挙
管
理
の
実

情
を
協
議
し
、
そ
の
後
九
州
都
市

選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
へ
の
要

望
事
項
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
総
会
２
日
目
は
、
研
究
討
議
後
、

行
政
視
察
を
行
い
、
短
時
間
で
し

た
が
、対
馬
の
自
然
の
雄
大
さ
と
歴

史
の
深
さ
を
感
じ
た
よ
う
で
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
総
会
で
対
馬
市

選
挙
管
理
委
員
会
の
井
鷹
志
委
員

が
委
員
歴
６
年
以
上
（
豊
玉
町
か

ら
の
通
算
に
よ
る
）
の
一
般
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
　
　
４
月�

３
日
＝
辞
令
交
付
、
国
際
交
流
員

　
　
　
退
任
式

６
日
＝
漁
港
漁
場
漁
村
の
未
来
を

　
　
　
考
え
る
懇
談
会
（
福
岡
）

12
日
＝
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
行
委

　
　
　
員
会

13
〜
15
日
＝
対
馬
食
フ
ェ
ア
　
　

　
　
　
　
　
　
（
大
阪
、
東
京
）

17
日
＝
国
際
交
流
員
辞
令
交
付

18
日
＝
美
津
島
担
い
手
公
社
理
事

　
　
　
会
、
市
政
説
明
会

　
　
　
　
　
　
（
豊
玉
小
校
区
）

19
日
＝
対
馬
地
区
「
し
ま
自
慢
」

　
　
　
観
光
カ
レ
ッ
ジ
終
了
式

20
日
＝
区
長
会
議
（
豊
玉
、
峰
）
、

　
　
　
市
政
説
明
会

　
　
　
　
　
　
（
鶏
鳴
小
校
区
）

21
日
＝
区
長
会
議

　
　
　
　
　
（
上
対
馬
、
上
県
）

22
〜
23
日
＝
対
馬
ま
さ
か
り
ド
リ

　
　
　
ー
ム
ス
・
デ
ー

25
日
＝
市
政
説
明
会

　
　
　
　
　
　
（
厳
原
小
校
区
）

26
〜
27
日
＝
長
崎
県
市
長
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
世
保
）

28
日
＝
区
長
会
議

　
　
　
　
　
（
美
津
島
、
厳
原
）
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長
崎
県
下
各
市
選
挙�

管
理
委
員
会
の
定
期
総
会�

�

青
年
海
外
協
力
隊
員

中

田

耕

司
さ
ん

　青年海外協力隊員としてアフリカの
ケニア国へ派遣される豊玉町曽出身の
中田耕司さん（25歳）が、出国を前に
市役所へ訪問しました。
　派遣期間は平成18年３月からの２年間。
同国のN・Ｙ・Ｓヤッタ農業学校で、現
地の若者に対し野菜の栽培技術の指導
や講義を行います。
　高校生の頃から国際協力に興味があ
ったという中田さんは、大学を卒業後、
日本農業実践学園へ入学。卒業後は、
同学園の職員として２年間働き、協力
隊に参加しました。
「現地の住民の目線に立って、要望に
的確に応えられるような協力活動を行
いたい」と決意を述べていました。慣
れない異国での生活の中、体を大切に
頑張って下さい。
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①市のホームページの
「観光・文化・スポー
ツ」欄の「ライブカメ
ラ」をクリック

②表示された「ライブカ
メラ」ページの「棹崎
公園」または「やまね
こ」をクリック

③表示完了
　（例：棹崎公園）
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